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続
的
成
長
を
図
り
、地
域
の
活
性
化
を
実
現

す
る
た
め
、
役
職
員
一
同
、
県
下
の
組
合
や

企
業
と
と
も
に
こ
れ
か
ら
も
歩
ん
で
参
り

ま
す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
ご
来
賓
を
代
表
し
、林
揚
哲
中
国

経
済
産
業
局
長
、
伊
原
木
隆
太
岡
山
県
知

事
、佐
藤
哲
哉
全
国
中
央
会
専
務
理
事
よ
り

激
励
を
交
え
ご
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
の
最
後
に
は
、
藤
原
加
奈
副

会
長
か
ら
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
、記
念
大
会

は
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

記
念
大
会
を
盛
大
に
開
催

　
去
る
９
月
25
日（
木
）、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
岡
山
に
お
い
て
、岡
山
県

中
央
会
創
立
70
周
年
記
念
式
典
を
、多
数
の

ご
来
賓
、ま
た
会
員
組
合
関
係
者
・
一
般
参

加
者
含
め
約
２
０
０
名
の
参
加
の
も
と
、

「
未
来
へ
つ
な
ぐ
連
携
・
挑
戦
・
感
動
！
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、盛
大
に
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表
し
て
藤
木
達

夫
会
長
か
ら
、「
当
会
は
昭
和
30
年
に
設
立

さ
れ
、本
年
で
70
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
国
、

岡
山
県
を
は
じ
め
中
小
企
業
関
係
機
関
、会

員
組
合
、中
小
企
業
の
皆
様
方
の
ご
指
導
、

ご
支
援
、ご
協
力
の
賜
と
衷
心
よ
り
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。
昨
今
、
世
界
的
に
経
済
の
先

行
き
不
透
明
感
が
強
ま
り
、中
小
企
業
は
人

手
不
足
や
原
材
料
高
と
い
っ
た
課
題
に
直

面
し
て
お
り
ま
す
。一
層
の
連
携
強
化
で
持

　
ご
来
賓
の
方
々
か
ら
ご
祝
辞
を
い

た
だ
い
た
後
、記
念
表
彰
と
し
て
優
良

組
合
、
組
合
功
労
者
、
組
合
専
従
優
良

職
員
、中
央
会
優
良
職
員
計
36
団
体
59

名
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。受
賞

さ
れ
た
皆
さ
ま
、誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た（
表
彰
者
の
一
覧
に
つ
い

て
は
、４
〜
５
ペ
ー
ジ
の
見
開
き
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
）。

表
彰
状
を
授
与

岡
山
県
中
央
会
創
立
70
周
年
記
念
大
会
を
開
催

藤木会長の主催者挨拶

来賓祝辞　伊原木岡山県知事（ビデオメッセージ）来賓祝辞　伊原木岡山県知事（ビデオメッセージ）

表彰式の様子

ご列席の受賞者の皆様
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内
容
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
向
け
か

と
思
い
き
や
実
は
大
人
の
方
が
判
断

す
る
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
個
人
の
防
災
対
策

は
、
知
る
・
備
え
る
・
動
く
こ
と
で

す
。
絵
本
は
書
き
込
み
式
に
な
っ
て
い

て
、
お
話
を
読
み
な
が
ら
、
あ
な
た
自

身
の
情
報
を
書
き
込
む
こ
と
で
、
あ
な

た
だ
け
の
防
災
対
策
が
で
き
る
仕
組

み
で
す
。
お
一
人
暮
ら
し
の
方
に
も
ピ

ッ
タ
リ
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
助
・
共
助
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
お
役

立
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
記
念
講
演
の
中
で
紹
介
さ
れ
た
「
お
や
こ

で
作
る
防
災
え
ほ
ん
」
は
、
中
島
氏
が
発
刊

し
た
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
、
防
災

の
基
本
を
伝
え
る
絵
本
で
す
。

　
こ
ち
ら
の
絵
本
を
、
ご
希
望
の
方
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先
：
中
央
会
総
務
企
画
課

T
E
L
：（
0
8
6
）2
2
4
︲
2
2
4
5

※�

希
望
者
多
数
の
場
合
は
先
着
順
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
お
や
こ
で
作
る
防
災
え
ほ
ん
」

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

　
大
会
の
記
念
講
演
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
岡
山
放

送
局
で
天
気
予
報
を
さ
れ
て
い
る
気
象
予

報
士
・
防
災
士
の
中
島
望
氏
を
お
招
き
し
、

「
減
・
防
災
に
必
要
な
対
策　
〜
予
測
・
連

携
の
重
要
性
〜
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
中
島
氏
は
令
和
５
年
度
に

は
、
岡
山
県
主
催
の
「
お
か
や
ま
県
民
防
災

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
パ
ネ
リ
ス
ト
も
務
め
ら

れ
て
お
り
、
県
内
企
業
の
防
災
意
識
を
高

め
、
大
切
な
家
族
と
地
域
の
経
済
を
守
る
活

動
を
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
西
日
本
豪
雨
を

き
っ
か
け
に
空
の
資
格
や
防
災
の
資
格
を

勉
強
さ
れ
た
中
島
氏
か
ら
、
天
気
予
報
を
い

か
に
防
災
情
報
と
し
て
捉
え
る
か
と
い
っ

た
こ
と
や
、
い
つ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
発
動
さ
せ
る
の

か
と
い
っ
た
具
体
的
な
判
断
の
目
安
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

気
象
予
報
士
・
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

�

中
島
氏
に
よ
る
記
念
講
演
開
催

記念講演の様子
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岡山県中小企業団体中央会会長 表彰

組合専従優良職員

中央会優良職員

岡部　隆好 （協同組合岡山鉄工センター　副理事長）

平松　敬史 （備中高梁運送事業協同組合　監事）

小川　友輝朗 （備中高梁運送事業協同組合　代表理事）

熊澤　雄司 （岡山県食肉事業協同組合連合会　常任理事）

山本　栄作 （岡山県食肉事業協同組合連合会　副理事長）

中野　隆志 （国土ハイウェイ協同組合　監事）

平松　晃弘 （岡山県総合流通センター卸協同組合　副理事長）

髙谷　昌宏 （岡山県総合流通センター卸協同組合　副理事長）

中村　幸広 （協同組合倉敷市管事業協会　理事）

江口　伸二 （協同組合倉敷市管事業協会　理事）

坪田　敏弘 （岡山鮮魚事業協同組合　専務理事）

中山　和則 （岡山鮮魚事業協同組合　理事）

半田　雄三 （岡山市中央卸売青果協同組合　代表理事）

戸川　清一 （岡山市中央卸売青果協同組合　副理事長）

宮武　孝昭 （岡山県菓子工業組合　代表理事）

杉本　貴史 （協同組合倉敷市管事業協会）

森　　智美 （協同組合倉敷市管事業協会）

和氣　弘明 （協同組合 KRC）

三井　淳一 （協同組合 KRC）

井田　和美 （丸五技術開発協同組合）

中西　智子 （岡山市中央卸売青果協同組合）

中西　浩士 （協同組合岡山県商工協会）

瀬尾　博幸 （笠岡管工事協同組合）

太田　滋久 （岡山県中小企業団体中央会）

髙嶋　良樹 （岡山県中小企業団体中央会）

石田　官義 （笠岡管工事協同組合　前代表理事）

笹沼　靖憲 （協同組合ウイングバレイ　理事）

妹尾　晴充 （日本企業振興協同組合　副理事長）

小林　宏三 （協同組合ポルカ　元理事）

岩瀬　禎孝 （協同組合ポルカ　専務理事）

山根　孟士 （協同組合岡山県金属プレス工業会　理事）

朝倉　彰子 （企業組合倉敷中高年事業団　副理事長）

鳥越　　毅 （企業組合倉敷中高年事業団　副理事長）

横山　忠彦 （岡山県トラック交通共済協同組合　理事）

小谷　武盟 （岡山県トラック交通共済協同組合　理事）

藏本　忠男 （岡山県産業廃棄物処理業協同組合　理事） 

井上　　實 （岡山県産業廃棄物処理業協同組合　理事）

枦元　　誠 （岡山県電気工事工業組合　理事）

水本　美加 （岡山県イベント事業協同組合　専務理事）

後藤　信之 （岡山県トラック交通共済協同組合）

小野　慶輔 （岡山県トラック交通共済協同組合）

奥村　靖子 （岡山県総合流通センター卸協同組合）

水野　さおり （岡山県電気工事工業組合）

難波　園枝 （岡山県電気工事工業組合）

原田　圭一 （協同組合岡山県卸センター）

佐藤　元視 （協同組合シーエムシー）

河原　明史 （協同組合シーエムシー）

林　　宏樹 （岡山県中小企業団体中央会）

黒田　大陽 （岡山県中小企業団体中央会）

組合功労者

70 周年記念大会受賞者
受賞おめでとうございます

多々野　勝志

備前トラック事業協同組合 藤原　愼二 （岡山県鋳造工業協同組合　代表理事）

岡山県貯水槽管理事業協同組合 髙田　修造 （岡山県インテリア事業協同組合　副理事長）

岡山医師協同組合 木村　容治 （岡山県総合流通センター卸協同組合　代表理事）

岡山県クレー工業協同組合 大橋　一海 （岡山県イベント事業協同組合　代表理事）

山本　一平 （協同組合岡山県卸センター　理事）

赤木　博志 （協同組合岡山県卸センター　元理事）

岡山県織物染色工業協同組合 岡﨑　世作 （協同組合岡山機工センター　前代表理事）

岡山県鋳造工業協同組合 竹本　秀忠 （岡山県運送事業協同組合連合会　前代表理事）

美作自動車整備協同組合 石黒　和之 （協同組合ウイングバレイ　副理事長）

協同組合岡山県食連 高梁広域環境協同組合
協業組合笠岡車検センター 津山ビルメンテナンス協同組合
協同組合テクノバレー岡山 昇降機メンテナンス協同組合
栗坂工業協同組合 岡山繊維振興協同組合
オー・エム・エム・サービス協同組合 備前市管工事協同組合
情報高速事業協同組合 勝北上下水道協同組合
トンボ国際交流事業協同組合 テクノメイト協同組合
アジア友好交流協同組合 岡山高次木材加工協同組合
リーダック協同組合 県南部金属加工業協同組合
協同組合日越交流センター 勝英運輸事業協同組合
山陽アンビシャス協同組合 岡山ロジバンク協同組合
岡山県霊柩葬祭事業協同組合 経営コンサルタント事業協同組合
協同組合浦田工業センター 企業組合倉敷中高年事業団
岡山県設備コンサルタント協同組合 協同組合岡山エコシステム
情報クリエート協同組合

中国経済産業局長 表彰
組合功労者

岡山県知事 表彰
組合功労者優良組合

組合功労者

全国中小企業団体中央会会長 表彰
優良組合

岡山県中小企業団体中央会会長 表彰
優良組合

（順不同・敬称略）

（協同組合テクノパーク総社　代表理事）
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原田　圭一 （協同組合岡山県卸センター）

佐藤　元視 （協同組合シーエムシー）

河原　明史 （協同組合シーエムシー）

林　　宏樹 （岡山県中小企業団体中央会）

黒田　大陽 （岡山県中小企業団体中央会）

組合功労者

70 周年記念大会受賞者
受賞おめでとうございます

多々野　勝志

備前トラック事業協同組合 藤原　愼二 （岡山県鋳造工業協同組合　代表理事）

岡山県貯水槽管理事業協同組合 髙田　修造 （岡山県インテリア事業協同組合　副理事長）

岡山医師協同組合 木村　容治 （岡山県総合流通センター卸協同組合　代表理事）

岡山県クレー工業協同組合 大橋　一海 （岡山県イベント事業協同組合　代表理事）

山本　一平 （協同組合岡山県卸センター　理事）

赤木　博志 （協同組合岡山県卸センター　元理事）

岡山県織物染色工業協同組合 岡﨑　世作 （協同組合岡山機工センター　前代表理事）

岡山県鋳造工業協同組合 竹本　秀忠 （岡山県運送事業協同組合連合会　前代表理事）

美作自動車整備協同組合 石黒　和之 （協同組合ウイングバレイ　副理事長）

協同組合岡山県食連 高梁広域環境協同組合
協業組合笠岡車検センター 津山ビルメンテナンス協同組合
協同組合テクノバレー岡山 昇降機メンテナンス協同組合
栗坂工業協同組合 岡山繊維振興協同組合
オー・エム・エム・サービス協同組合 備前市管工事協同組合
情報高速事業協同組合 勝北上下水道協同組合
トンボ国際交流事業協同組合 テクノメイト協同組合
アジア友好交流協同組合 岡山高次木材加工協同組合
リーダック協同組合 県南部金属加工業協同組合
協同組合日越交流センター 勝英運輸事業協同組合
山陽アンビシャス協同組合 岡山ロジバンク協同組合
岡山県霊柩葬祭事業協同組合 経営コンサルタント事業協同組合
協同組合浦田工業センター 企業組合倉敷中高年事業団
岡山県設備コンサルタント協同組合 協同組合岡山エコシステム
情報クリエート協同組合

中国経済産業局長 表彰
組合功労者

岡山県知事 表彰
組合功労者優良組合

組合功労者

全国中小企業団体中央会会長 表彰
優良組合

岡山県中小企業団体中央会会長 表彰
優良組合

（順不同・敬称略）

（協同組合テクノパーク総社　代表理事）
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「
中
小
企
業
省
力
化
投
資
補
助
金
（
カ

タ
ロ
グ
注
文
型
）」の
掲
載
製
品
数
は
随
時

追
加
さ
れ
て
お
り
、
現
在
製
品
カ
テ
ゴ
リ

は
１
０
４
カ
テ
ゴ
リ
、
登
録
製
品
数
は
１
︐

３
１
３
製
品
ま
で
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
業
種
別
の
主
な
製
品
カ
テ
ゴ
リ

製
造
業
向
け

５
軸
制
御
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
、
複
合

加
工
機
、
ワ
イ
ヤ
放
電
加
工
機
な
ど

倉
庫
・
卸
売
業
向
け

無
人
搬
送
車（
Ａ
Ｇ
Ｖ
・
Ａ
Ｍ
Ｒ
）、自

動
倉
庫
、
パ
レ
タ
イ
ズ
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど

宿
泊
・
サ
ー
ビ
ス
業
向
け

清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
、
券
売
機
、
ス
チ
ー
ム

コ
ン
ベ
ク
シ
ョ
ン
オ
ー
ブ
ン
な
ど

建
設
業
向
け

測
量
機
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
機
（
Ｒ
Ｔ

Ｋ
）、
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
付
シ

ョ
ベ
ル
な
ど

　
そ
の
他
に
も
、
産
業
用
枚
葉
デ
ジ
タ
ル

印
刷
機
、
自
動
車
向
け
溶
接
機
、
食
品
包

覆
機
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
向
け
の
製
品

カ
テ
ゴ
リ
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
タ

ロ
グ
か
ら
選
択
す
る
こ
と
で
書
類
作
成
の

負
担
が
少
な
く
申
請
し
や
す
い
補
助
金
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
製
品
カ
タ
ロ
グ
を
ご
覧
に

な
っ
て
い
た
だ
き
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
製
品
カ
テ
ゴ
リ
の
詳
細
は
公
式
Ｈ
Ｐ
か

ら
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

https://shoryokuka.
ｓｍｒｊ

.ｇｏ
.jp/catalog/

product_catalog/

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
事
例
を
ま
と
め
た

「
カ
タ
ロ
グ
注
文
型 

活
用
事
例
集
」
も
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
い
た

だ
き
、
ぜ
ひ
申
請
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
！

�

活
用
事
例
集
▼

中
小
企
業
の
省
力
化
を
加
速
！

中
小
企
業
省
力
化
投
資
補
助
金
（
カ

タ
ロ
グ
注
文
型
）
で
設
備
導
入
を
支

援
し
ま
す
！

　
全
国
中
央
会
で
は
、
組
合
関
係
者
な
ら

び
に
発
注
・
取
引
先
企
業
等
の
皆
さ
ま
を

対
象
に
、
中
小
受
託
取
引
適
正
化
法
（
改

正
下
請
法
）
と
、
取
引
先
と
の
価
格
転
嫁

交
渉
に
活
用
で
き
る
団
体
協
約
制
度
の
有

用
性
・
理
解
促
進
の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
是
非
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
！

【
中
小
企
業
組
合
役
職
員
、中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
、関
係
機
関
等
の
皆
様
向
け
】

●
日
程

①�

令
和
７
年
11
月
７
日（
金
）

�

13
：
25
〜
17
：
00

②�

令
和
７
年
12
月
１
日（
月
）

�

13
：
25
〜
17
：
00

●
講
演
内
容

①�

「
中
小
受
託
取
引
適
正
化
法（
改
正
下

請
法
）の
概
要
と
改
正
ポ
イ
ン
ト
」（
仮
）

②�

「
団
体
協
約
制
度
の
概
要
及
び
価
格
転

嫁
に
お
け
る
位
置
づ
け
」

③
「
団
体
協
約
を
活
用
し
た
事
例
」

●
申
込
み
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

�https://business.
form

-m
ailer.jp/fm

s/
3d47b1e9306766

【
発
注
・
取
引
先
企
業
様
向
け
】

●
日
程

　
令
和
７
年
11
月
18
日（
火
）

�

14
：
00
〜
15
：
30

●�

講
演
内
容

　

�

「
団
体
協
約
制
度
の
概
要
及
び
価
格
転

嫁
に
お
け
る
位
置
づ
け
」

●
申
込
み
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

�https://business.
form

-m
ailer.jp/fm

s/
1771a710307048

　
開
催
方
法
は
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

を
使
用
し
ま
す
の
で
、
受
講
希
望
者
は
事

前
に
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

全
国
中
央
会　
政
策
推
進
部

T
E
L
：（
０
３
）３
５
２
３
︲
４
９
０
２

 
参
加
無
料  

令
和
７
年
度「
価
格
転
嫁
・

取
引
環
境
改
善
セ
ミ
ナ
ー
」（
オ
ン
ラ

イ
ン
）
の
ご
案
内
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企
業
魅
力
大
発
見
！

お
か
や
ま
Ｗ
ｅ
ｂ
交
流
会
開
催
さ
れ
る

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、岡
山
県
か
ら
の

委
託
を
受
け
て
、
８
月
21
日（
木
）
か
ら

大
学
生
等
を
対
象
に
「
企
業
魅
力
大
発

見
！ 

お
か
や
ま
Ｗ
ｅ
ｂ
交
流
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
交
流
会
に
は
製
造
業
、小
売
・
サ
ー
ビ

ス
業
等
の
38
企
業
・
機
関
（
全
10
コ
ー

ス
）
が
参
加
し
、
業
界
や
企
業
情
報
に
つ

い
て
多
く
の
学
生
が
Ｗ
ｅ
ｂ
視
聴
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
Ｗ
ｅ
ｂ
視
聴
に
加
え
、
企
業
の

実
況
中
継
を
行
う
特
設
ス
タ
ジ
オ
に
は

企
業
担
当
者
の
ほ
か
、会
場
視
聴
を
希
望

す
る
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
企
業
に
よ
る
自
社
Ｐ
Ｒ
の

ほ
か
、製
品
・
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
提
供
に

加
え
、
就
活
学
生
に
対
し
て
、
先
輩
社
会

人
か
ら
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
た
ほ
か
、海
外

展
開
を
し
て
い
る
企
業
で
は
、海
外
拠
点

か
ら
生
中
継
を
行
い
、県
内
だ
け
で
な
く

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
企
業
に
も
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
し
た
。

　
参
加
企
業
か
ら
は「
多
く
の
学
生
に
対

し
て
情
報
提
供
で
き
た
」「
他
社
企
業
の

取
り
組
み
や
担
当
者
と
の
意
見
交
流
が

で
き
て
良
か
っ
た
」。
ま
た
、
参
加
学
生

か
ら
は「
中
継
を
通
じ
て
企
業
の
雰
囲
気

が
伝
わ
っ
て
き
た
の
で
よ
か
っ
た
」「
就

活
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
繋
が
っ
た
」な
ど

の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、企
業
の
魅
力
発

信
や
人
材
確
保
・
職
場
定
着
向
上
に
向

け
た
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
。詳
し
く
は
企
業
人
材
支
援
課
ま
で
。

T
E
L
：（
0
8
6
）2
2
4
︲
2
2
4
5

業
務
改
善
助
成
金
制
度 

改
正
の
お
知
ら
せ

　
岡
山
労
働
局
は
、
令
和
７
年
12
月
１
日

か
ら
地
域
別
最
低
賃
金
を
65
円
引
き
上
げ

て
時
給
１
︐０
４
７
円
と
す
る
と
決
定
し
、

９
月
17
日
の
官
報
に
掲
載
し
ま
し
た
。

　
本
誌
９
月
号
で
は
、
賃
上
げ
の
支
援
策

と
し
て
利
用
勧
奨
さ
れ
て
い
る
業
務
改
善

助
成
金
等
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、そ
の
後
、

所
管
の
厚
生
労
働
省
か
ら
、
９
月
５
日
よ

り
業
務
改
善
制
度
の
一
部
変
更
を
行
う
と

発
表
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
変
更
の
ポ
イ

ン
ト
や
留
意
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
業
務
改
善
助
成
金
】

◎
変
更
の
ポ
イ
ン
ト

①
対
象
事
業
場
の
拡
大

�

従
　
来

　
事
業
場
内
最
低
賃
金
と
地
域
別
最
低
賃

金
の
差
額
が
50
円
以
内
の
事
業
所
が
対
象
。

変
更
後

　
事
業
場
内
最
低
賃
金
が
改
定
後
の
地
域

別
最
低
賃
金
額
未
満
ま
で
の
事
業
場
が
対

象
（
岡
山
県
の
場
合
、
事
業
場
内
最
低
賃

金
が
９
８
２
円
か
ら
１
︐
０
４
６
円
）。

②
賃
金
引
上
げ
後
の
申
請

�

従
　
来

　
賃
金
引
上
げ
後
の
申
請
は
不
可
。

変
更
後

　
令
和
７
年
９
月
５
日
か
ら
地
域
別
最
低

賃
金
改
定
日
の
前
日
（
11
月
30
日
）
ま
で

に
賃
上
げ
を
実
施
し
て
い
れ
ば
、
引
上
げ

後
の
申
請
も
可
。
た
だ
し
、
引
上
げ
確
認

書
類
が
必
要
。

◎
留
意
事
項

①
申
請
期
限

　
申
請
期
限
は
、
岡
山
県
内
の
場
合
11
月

28
日
必
着
。
た
だ
し
、
電
子
申
請
の
場
合

は
11
月
30
日
ま
で
可
。

②
設
備
投
資
等
の
期
間

　
助
成
金
に
よ
り
行
う
設
備
投
資
等
は
、

交
付
決
定
を
受
け
て
か
ら
実
施
し
、
原
則

令
和
８
年
１
月
31
日
ま
で
に
支
払
い
ま
で

完
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
そ
の
他

　
変
更
の
あ
っ
た
賃
金
引
上
げ
後
の
申
請

だ
け
で
な
く
、
従
前
ど
お
り
引
上
げ
前
に

申
請
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
設
備
投
資

等
の
実
施
期
間
確
保
や
引
上
げ
確
認
書
類

の
用
意
な
ど
の
観
点
で
、
従
来
の
申
請
方

法
の
方
が
ス
ム
ー
ズ
な
場
合
も
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
事
前
に
労
働
局
に
相
談
す

る
な
ど
、
余
裕
を
も
っ
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
「
厚
生
労
働
省

業
務
改
善
助
成
金
」
と
検
索
し
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

�

（
総
務
企
画
課　
島
田
）
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岡
山
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
で

は
、
岡
山
県
商
工
会
青
年
部
と
岡
山
県
中

小
企
業
団
体
青
年
中
央
会
、
三
団
体
の
会

員
に
対
し
、
経
営
者
講
習
会
及
び
会
社
見

学
会
を
開
催
致
し
ま
す
。
今
回
の
セ
ミ
ナ

ー
は
若
手
経
営
者
・
後
継
者
を
対
象
と

し
、
地
元
経
済
を
牽
引
し
て
い
る
岡
山
県

内
の
企
業
経
営
者
を
講
師
に
迎
え
、
事
業

の
発
展
・
自
社
の
競
争
力
強
化
に
繋
げ
る

き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
ご
興
味
が
あ
る
方
は
お
早
め
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
第
１
回
講
演
会
】

株
式
会
社
な
ん
ば
建
築
工
房

●
開
催
日
時
：
10
月
27
日（
月
）

�

14
：
00
〜
17
：
00

●�

開
催
場
所
：
む
か
し
下
津
井
回
船
問
屋

蔵
（
倉
敷
市
下
津
井
1
︲
7
︲
23
）

●�

講　
　
師
：
株
式
会
社
な
ん
ば
建
築

工
房　
代
表
取
締
役　
正
田
順
也 

氏

●�

テ
ー
マ（
仮
）：
古
民
家
を
活
か
し
た
地
域

お
こ
し
へ
の
取
組
に
つ
い
て

●
定　
　
員
：
先
着
30
名

●
講
演
会
参
加
無
料

若
手
経
営
者
・
後
継
者
の
た
め
の

講
演
会
及
び
会
社
見
学
会
開
催
の

ご
案
内

こ
と
、
仕
事
場
で
の
活
動
内
容
や
楽
し

い
出
来
事
な
ど
、
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ

て
く
る
作
文
を
期
待
し
ま
す
。

■
応
募
形
式

A
4
サ
イ
ズ
の
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
２
枚
以
上
３
枚
以
下
（
文
字
数
８
０

０
字
以
上
１
，
２
０
０
字
以
内
）

　
詳
細
は
、
岡
山
県
中
央
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
明
け

の
１
月
に
は
応
募
者
を
対
象
に
し
た
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
発
表
会
も
行
い

ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
合
わ

せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
中
央
会　
組
織
支
援
課

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局

T
E
L
：（
0
8
6
）2
2
4
︲
2
2
4
5

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
岡
山
県
外
国
人

技
能
実
習
生
受
入
組
合
協
議
会
と
共
催

で
、
同
協
議
会
加
盟
の
監
理
団
体
を
通
し

て
働
く
外
国
人
労
働
者
を
対
象
に
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

２
０
２
５
を
実
施
致
し
ま
す
。
昨
年
度
の

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
４
か
国
14
名
の
方
に
ご

応
募
頂
き
ま
し
た
。

　
２
０
２
７
年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
る
育

成
就
労
法
に
お
い
て
も
日
本
語
能
力
の
向

上
の
重
要
性
が
示
さ
れ
て
お
り
、
外
国
人

労
働
者
の
日
本
語
力
ア
ッ
プ
と
日
頃
の
研

鑽
の
成
果
を
示
す
場
と
し
て
本
年
度
も
企

画
致
し
ま
し
た
。
監
理
団
体
組
合
か
ら
外

国
人
労
働
者
の
皆
さ
ん
へ
の
声
が
け
と
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

作
文
の
募
集
対
象
や
募
集
期
間
に
つ
い
て

は
次
の
通
り
で
す
。

■
募
集
対
象

岡
山
県
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
組
合

協
議
会
の
会
員
協
同
組
合
に
所
属
す
る

外
国
人
労
働
者

■
募
集
期
間

令
和
７
年
８
月
11
日（
月
）

�

〜
10
月
31
日（
金
）

■
テ
ー
マ

テ
ー
マ
は
自
由
。
日
本
の
生
活
・
文
化

に
触
れ
て
体
験
し
た
こ
と
や
感
じ
た

日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
２
５

�

作
品
募
集
中
！

●�

懇
親
会
：
当
日
17
時
よ
り
同
会
場
に

お
い
て
懇
親
会
を
実
施
予
定（
懇
親
会

費
6
︐
0
0
0
円
）

【
第
２
回
講
演
会
】

嘉
美
心
酒
造
株
式
会
社

●
開
催
日
時
：
12
月
９
日（
火
）

�

14
：
00
〜
17
：
00

●�
開
催
場
所
：
嘉
美
心
酒
造
株
式
会
社

（
浅
口
市
寄
島
町
7
5
0
0
︲
2
）

●�

講　
　
師
：
嘉
美
心
酒
造
株
式
会
社

�
代
表
取
締
役 

藤
井
進
彦 

氏

●
テ
ー
マ（
仮
）：
酒
造
の
事
業
承
継
に
つ
い
て

●
定　
　
員
：
先
着
30
名

●�

懇
親
会
：
当
日
17
時
よ
り
懇
親
会
を

実
施
予
定（
懇
親
会
費
6
︐0
0
0
円
）

　
※
場
所
未
定

　
ご
興
味
の
あ
る
方
は
二
次
元

コ
ー
ド
よ
り
お
申
込
み
頂
く
か
、

組
織
支
援
課　
小
郷

（Ｍ
ＡＩＬ

:ogou@
okachu.or.jp

）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�

（
組
織
支
援
課　
小
郷
）

前回発表会の様子
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岡
山
フ
ー
ド
バ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

�

県
内
商
談
会
開
催

　
去
る
９
月
18
日
、
岡
山
フ
ー
ド
バ
レ
ー

セ
ン
タ
ー
（
事
務
局
：
岡
山
県
中
央
会
）

で
は
、
県
内
製
造
業
者
等
の
新
規
取
引
先

獲
得
の
た
め
、
県
内
バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談

会
を
岡
山
県
中
央
会
の
会
議
室
を
会
場
と

し
た
リ
ア
ル
対
面
形
式
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
県
内
の
ス
ー
パ
ー
等
の
４
社
の
バ
イ
ヤ

ー
に
対
し
て
、
商
談
を
希
望
す
る
県
内
メ

ー
カ
ー
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
菓
子
製
造

業
や
農
産
物
加
工
品
を
手
掛
け
る
事
業
者

な
ど
、
11
事
業
者
が
参
加
し
、
試
食
や
商

品
サ
ン
プ
ル
を
用
い
て
自
社
商
品
の
特
徴

や
開
発
の
背
景
を
伝
え
ま
し
た
。
バ
イ
ヤ

ー
か
ら
は
「
地
域
産
品
の
発
掘
に
は
力
を

入
れ
て
い
る
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
熱

心
な
質
疑
応
答
や
取
引
条
件
の
確
認
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
会
場
は
活
気
に
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。
中
に
は
そ
の
場
で
条
件
面
の

打
ち
合
わ
せ
が
進
む
事
業
者
も
お
り
、
今

後
の
商
談
成
立
に
向
け
た
動
き
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
事
業
者
か
ら
は
、「
新
商
品

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
」

「
事
業
を
始
め
た
ば
か
り
な
の
で
、
商
品

の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
取
引
の
基
本

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
あ
り
が
た
い
」
等
、

経
験
豊
富
な
企
業
か
ら
新
規
参
入
事
業

者
ま
で
幅
広
い
層
に
と
っ
て
実
り
あ
る

場
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
う
し
た
商
談
会
を

継
続
的
に
実
施
し
、
販
路
拡
大
や
事
業
者

同
士
の
情
報
交
換
を
後
押
し
し
て
い
き
ま

す
。
地
域
の
食
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
、

県
内
食
品
産
業
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指

し
ま
す
。

�
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課　
池
田
）

参加バイヤー 一覧

株式会社天満屋ストア

�両備ホールディングス
株式会社　両備ストア
カンパニー

株式会社わたなべ生鮮館

�協同組合シー・エム・
シー

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
共
済
制
度
の
主
力

商
品
「
オ
ー
ナ
ー
ズ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
プ
ラ

ン
」を
対
象
に
、業
務
委
託
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
協
同
組
合
と
岡
山
県
中
央
会
が
業

務
委
託
を
締
結
後
、
組
合
員
企
業
や
そ
の
従

業
員
が
、
対
象
商
品
に
新
規
加
入
又
は
既
契

約
か
ら
切
り
替
え
た
場
合
、
中
央
会
が
組
合

に『
加
入
斡
旋
手
数
料
』を
お
支
払
い
す
る
も

の
で
す
。
ぜ
ひ
導
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
対
象
商
品

　
『
大
樹
生
命
』
の
生
命
保
険
商
品

　
（
オ
ー
ナ
ー
ズ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
プ
ラ
ン
）

〈
主
な
特
徴
〉

①�

事
業
所
の
事
業
保
全
資
金
対
策
（
経
営
者

の
入
院
・
疾
病
・
休
業
時
等
の
保
障
）

②
経
営
者
・
役
員
の
退
職
慰
労
金
等
の
準
備

③
経
営
者
の
事
業
承
継
・
相
続
等
の
対
策

④
従
業
員
の
生
命
保
険
・
入
院
・
疾
病
保
障
等

●
業
務
委
託
制
度
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
：
業
務
委
託
制
度
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

Ａ
：�

組
合
財
源
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
団
体
扱

い
と
な
る
た
め
保
険
料
が
割
安
（
最
大

３
％
割
引
）
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
契

約
者（
組
合
員
企
業
又
は
そ
の
従
業
員
）

に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
：�

組
合
で
は
保
険
代
理
店
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
重
複
し
て
も
良
い
の
で
す
か
？

Ａ
：�「
損
害
保
険
」
の
代
理
店
と
は
異
な
り
、

「
生
命
保
険
」
の
Ｐ
Ｒ
協
力
等
が
メ
イ
ン

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
代
理
店
業

務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
全
く
問
題
あ

り
ま
せ
ん
。

岡
山
県
中
央
会
共
済
事
業『
業
務
委
託
制
度
』の
ご
案
内

Ｑ
：
制
度
導
入
後
の
業
務
内
容
は
？

Ａ
：�

面
倒
な
事
務
手
続
は
な
く
、
組
合
員
確

認
（
名
簿
提
出
等
）
と
Ｐ
Ｒ
協
力
な
ど

で
す
。（
一
般
的
な
損
保
登
録
代
理
店
業

務
の
様
な
手
続
業
務
、
事
務
作
業
等
は

発
生
し
ま
せ
ん
）

Ｑ
：�

加
入
促
進
手
数
料
は
毎
年
継
続
し
て
支

払
わ
れ
る
の
？

Ａ
：�

１
期
間
中
の
契
約
成
立
時
の
み
で
す
。

（
契
約
成
立
が
あ
る
当
該
期
間
を
対
象
）

●
加
入
促
進
手
数
料

※�

月
額
保
険
料
は
１
保
険
契
約
単
位
の
保

険
料
と
し
ま
す
。

※�

年
払
保
険
契
約
は
月
額
保
険
料
に
換
算

（
年
払
保
険
料
×
1
／
12
）
し
ま
す
。

※�

加
入
促
進
手
数
料
は
１
保
険
契
約
単
位

ご
と
に
計
算
し
、
一
括
し
て
委
託
契
約

組
合
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
中
央
会　
総
務
企
画
課

　
T
E
L
：（
0
8
6
）2
2
4
︲
2
2
4
5

月額保険料 加入促進
手数料

〜5,000円 2,000円
5,001円〜10,000円 3,000円
10,001円〜15,000円 4,000円
15,001円〜20,000円 5,000円
20,001円〜25,000円 7,000円
25,001円〜30,000円 9,000円
30,001円〜35,000円 11,000円
35,001円〜40,000円 13,000円
40,001円〜45,000円 15,000円
45,001円〜50,000円 17,000円

50,001円〜 20,000円
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岡
山
県
瓦
工
事
協
同
組
合

体
験
授
業
に
よ
り
瓦
の
魅
力
を
次

世
代
へ
、中
央
会
補
助
金
活
用
し
た

事
業
者
紹
介
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も

　
岡
山
県
瓦
工
事
協
同
組
合
は
、
瓦
の
伝

統
を
未
来
へ
繋
ぐ
教
育
活
動
と
、
消
費
者

保
護
を
目
的
と
し
た
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
未
来
の
建
築
を
担
う
世
代
に
瓦
の
魅
力

を
伝
え
る
た
め
、「
瓦
っ
て
、い
い
ね
！
子

ど
も
た
ち
と
土
に
ふ
れ
る
体
験
授
業
」
を

地
域
の
小
中
学
校
な
ど
で
継
続
的
に
開
催

し
て
い
ま
す
。
７
月
に
は
倉
敷
市
内
の
小

学
校
で
９
回
目
と
な
る
「
粘
土
で
瓦
コ
ー

ス
タ
ー
を
つ
く
ろ
う
！
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
。
児
童
91
人
が
参
加
し
、
瓦
の

素
材
で
あ
る
粘
土
の
感
触
、日
本
の
伝
統
、

そ
し
て
手
を
動
か
す
楽
し
さ
に
触
れ
ま
し

た
。
10
月
に
は
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
10
回
目
、
12
月
に
は
倉
敷
の
工
業

高
校
建
築
学
科
に
て
発
展
的
な
「
瓦

の
魅
力
講
座
」も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
当
組
合
は
消
費
者
の
皆

様
を
屋
根
工
事
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら

守
る
活
動
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

屋
根
の
修
理
名
目
で
約
束
な
く
訪

問
す
る
悪
徳
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発

し
て
い
る
現
状
を
受
け
、
中
央
会
の
補
助

金
を
活
用
し
て
注
意
喚
起
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
発
行
し
ま
し
た
。
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
は
、
不
審
な
業
者
と
そ
の
場
で
契
約
し

な
い
よ
う
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
顔
写

真
入
り
の
組
合
員
の
店
舗
を
紹
介
す
る
構

成
に
な
っ
て
お
り
、
消
費
者
が
安
心
し
て

信
頼
で
き
る
地
元
の
業
者
に
相
談
・
依
頼

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
「
瓦
っ
て
い
い
ね
！
」
の
気
持
ち
を
次

世
代
に
届
け
、
悪
質
な
業
者
か
ら
皆
様
の

大
切
な
住
ま
い
を
守
る
た
め
、
組
合
は
こ

れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
の
外
食
産
業
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
発
生
以
降
、
市
場
構
造

や
消
費
者
の
食
習
慣
が
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、
当
業
界
内
の
各
店
舗
独
自
の
努
力

だ
け
で
は
経
営
を
続
け
る
こ
と
さ
え
困
難

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
岡
山
飲
食
業
協
同
組

合
（
市
内
を
中
心
と
し
た
飲
食
店
60
社
超

で
組
織
）
で
は
「
岡
メ
シ
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や
情
報
発

信
、
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
の
各
種
事

業
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
内
飲

食
業
界
の
活
性
化
に
繋
げ
る
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
来
る

10
月
12
日（
日
）、
13
日（
月
祝
）に
岡
山

市
が
西
川
パ
フ
ォ
ー
マ

ー
事
業
の
一
環
と
し
て

実
施
す
る
「
花
・
緑
ハ

ー
モ
ニ
ー
フ
ェ
ス
タ
ｉｎ

西
川
」
に
お
い
て
、
組

合
並
び
に
当
組
合
傘

下
の
飲
食
店
約
10
社

が
ブ
ー
ス
を
出
店
し
、

各
店
自
慢
の
フ
ー
ド
や
ド
リ
ン
ク
を
販

売
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
岡
山
飲
食
業
協
同
組
合
傘
下

の
飲
食
店
が
〝
ど
ん
ぶ
り
〟
に
あ
う
各
店

自
慢
の
逸
品
を
そ
れ
ぞ
れ
提
供
し
ま
す
。

こ
れ
だ
け
多
く
の
店
舗
の
メ
ニ
ュ
ー
を
一

度
に
楽
し
め
る
機
会
は
稀
で
す
の
で
、
お

近
く
に
お
立
ち
寄
り
の
際
に
は
ぜ
ひ
、
同

イ
ベ
ン
ト
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

　

�

10
月
12
日（
日
）11
時
〜
17
時
、
13
日

（
月
祝
）
11
時
〜
17
時
【
少
雨
決
行
】

■
開
催
場
所

　
下
石
井
公
園
（
岡
山
市
北
区
幸
町
10
）

岡
山
飲
食
業
協
同
組
合

下
石
井
公
園「Eat U

p O
KAYAM

A

〜
岡
山
ど
ん
ぶ
り
ワ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
〜
」

飲
食
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
お
知
ら
せ

過年度実施の「Eat Up OKAYAMA！」
イベント風景

組合クローズアップ

中
央
会
お
か
や
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Point

用
し
た
こ
と
も
高
い
情
報
発
信
力
の
一
助
に

な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
に
根
付
い
た
住
宅
メ

ー
カ
ー
（
工
務
店
）
と
し
て
顧
客
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
つ
つ
、
各
組
合
員
の
特
徴
を
活
か
し

た
家
づ
く
り
を
提
供
す
る
こ
と
で
地
元
中
小

企
業
の
振
興
や
住
宅
産
業
の
活
性
化
に
資
す

る
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
背
景
・
目
的

　
県
内
の
著
し
い
人
口
減
少
に
伴
う
新
築
住

宅
着
工
数
の
減
少
や
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー

の
攻
勢
な
ど
、
厳
し
い
経
営
状
況
を
背
景
に

こ
れ
ま
で
競
合
関
係
に
あ
っ
た
地
元
工
務
店

６
社
が
地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
創
出
を

目
的
に
設
立
し
ま
し
た
。
期
間
限
定
型
の
合

同
住
宅
展
示
場
の
開
設
と
運
営
を
主
た
る
事

業
に
、
豪
雪
地
帯
で
あ
る
青
森
の
特
性
を
踏

ま
え
た
個
性
あ
ふ
れ
る
家
づ
く
り
の
情
報
を

発
信
す
る
な
ど
、
タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
訴
求
力

の
高
い
販
促
手
法
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

■
取
組
み
の
手
法
と
内
容

　
設
立
当
初
は
毎
週
会
議
を
開
催
し
（
現
在

は
月
２
回
程
度
）、全
組
合
員
の
合
意
を
得
た

事
案
の
み
実
施
す
る
方
針
及
び
ル
ー
ル
を
徹

底
。
競
合
相
手
で
あ
る
同
業
者
が
連
携
し
て

事
業
を
推
進
す
る
う
え
で
お
互
い
強
固
な
信

頼
関
係
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
県
外
へ
の
視
察
や
研
修
会
な
ど
１
年
以

上
に
わ
た
る
綿
密
な
準
備
の
も
と
組
合
の
基

盤
を
整
備
し
ま
し
た
。
主
た
る
事
業
で
あ
る

合
同
住
宅
展
示
場
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー

ル
を
活
用
し
、
高
い
更
新
頻
度
で
充
実
し
た

コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
あ
お
も
り
藍
産
業
協
同
組
合
と
の
藍
染

体
験
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
各
組
合
員
の
モ
デ

ル
ハ
ウ
ス
に
地
域
資
源
で
あ
る
藍
製
品
を
使

用
す
る
な
ど
、
組
合
間
で
の
連
携
活
動
を
実

施
。
さ
ら
に
小
学
生
向
け
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
を
主
催
し
、
中
央
会
の
支
援
事

業
活
用
に
よ
る
組
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
兼
ね

た
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
配
布
や
組
合
ロ
ゴ
が

入
っ
た
記
念
品
提
供
な
ど
の
話
題
づ
く
り
で

認
知
度
が
向
上
し
、
親
子
連
れ
で
の
合
同
住

宅
展
示
場
の
来
場
促
進
と
受
注
の
増
加
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

■
成
果
と
そ
の
要
因

　
合
同
住
宅
展
示
場
へ
の
来
場
者
の
増
加
が

各
組
合
員
の
経
営
改
善
や
業
績
伸
長
に
も
寄

与
し
、
受
注
実
績
に
つ
な
が
る
な
ど
目
に
見

え
る
成
果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
信
頼

関
係
に
基
づ
い
た
組
合
運
営
の
方
向
性
が
一

致
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
密
接
な
中
央
会

サ
ポ
ー
ト
の
も
と
各
種
施
策
を
積
極
的
に
活

組
合
員
間
の
強
い
信
頼
関
係
、

合
議
制
に
よ
る
丁
寧
な
組
合
運
営
、
目

標
が
明
確
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
形
態

の
事
業
推
進
、
中
央
会
を
は
じ
め
と
す

る
外
部
と
の
連
携
強
化

AHBA‒BASE協同組合（青森県）
住　　所：	�〒038-0003　青森県青森市

石江字江渡37番地
U R L：	https://ahba-base.jp
設　　立：	令和2年10月
主な業種：	住宅建設業
組合員数：	6人
出 資 金：	300千円

ミニバスケットボール大会「AHBA-BASE CUP」を主催

テ
ー
マ

特
徴
あ
る
組
合
事
例

競
合
す
る
地
元
工
務
店
が
連
携
し
た

�

住
宅
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

�

A
H
B
A
‒B
A
S
E
協
同
組
合（
青
森
県
）

全国先進組合事例

組合ロゴが入ったスポーツボトルを記念品と
して配布

組合クローズアップ

中
央
会
お
か
や
ま 
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非 製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

卸売業 機械・工具
電設資材
青果
木材
水産物

小売業 石油
共同店舗
中古自動車
自動二輪
共同店舗

商店街 商店街・岡山
商店街・津山
商店街・倉敷

サービス業 自動車整備 ―
医療・柔道整復師 ―
旅館・ホテル ―
テント ―
異業種 ―
リサイクル ―

建設業 住宅リフォーム ―
看板工事 ―
土木工事 ―
管工事 ―
防水工事 ―

運輸業 バス ―
タクシー ―
トラック ―
倉庫業 ―

その他 信用組合 ―

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人員 業界の景況

全　　体 － 3.4 － 21.4 31.0 － 1.7 － 24.1 － 6.9 － 13.8 1.7 － 27.6
（− 10.3）（− 23.8）（29.3） （− 3.4）（− 22.4）（− 15.5）（− 13.8）（− 3.4）（− 27.6）

製 造 業 − 3.4 − 24.1 31.0 0.0 − 44.8 − 13.8 − 13.8 0.0 − 37.9
（− 3.4）（− 31.0）（34.5） （0.0） （− 41.4）（− 20.7）（− 13.8）（− 10.3）（− 34.5）

非製造業 － 3.4 － 15.4 31.0 － 3.4 － 3.4 0.0 3.4 － 17.2
（− 17.2）（− 7.7） （24.1） （− 6.9）（− 3.4）（− 10.3） （3.4） （− 20.7）

情報連絡員レポート

岡山県業界天気図

景況DI値

（注）DI とは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、「増加」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「悪化」したとする企業割合を差し引いた値です。

8月分

（ ）内数字は前月の数値です。

受
付

製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

設
備
操
業
度

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

食料品 味噌
米菓

製粉・製麺
醤油
酒造

繊維工業 織物業・井原
織物業・県
アパレル・県
アパレル・笠岡

木材・
木製品

製材・県
合板

印刷 出版・印刷
製本

化学・ゴム ゴム
プラスチック製品

窯業・
土石製品

生コンクリート
石灰
ブロック

鉄鋼・金属 鋳物
鋳物

一般機器 機械器具・東岡山
鉄工・津山
鉄工・岡山
工作機械・総社
工作機械・井笠
工作機械・美作

輸送機器 造船関連
自動車

その他 畳
業界の景況感（前年同月比）　　 2         38       18　　　　　 増加・上昇・好転　　　変らず　　　減少・下落・悪化

景況

中
央
会
お
か
や
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2025年8月分のコメント

岡山県景況の推移（製造業、非製造業）比較景況DI値の推移（岡山県、全国）の比較

岡山県
全　国

製造業

非製造業

DI値
10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

-50.0

-60.0

-70.0
2 2 3 4 5 6 7 8R.5.7 9 10 11 12 R.6.1 R.7.13 4 5 6 7 8 9 10 11 128

DI値
20.0

10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

-50.0

-60.0

-70.0

-80.0
R.5.6 2 2 3 4 5 6 7 87 8 9 10 11 R.6.1 R.7.13 4 5 6 7 8 9 10 11 1212

食料品 �
●�猛暑のため、スーパーなどの客の出足が悪い。飲料などの動きは活発だが菓子類全般の動きは悪い。卸売業者の同業

グループ傘下入りがあり業界の再編統合が進むのか。新米が出回る時期になり相場の情報収集を行っているが、昨年
とは比較にならない高値が聞こえている。農家との交渉も慎重に行いたい。� 《米菓》

●�飲食を伴うイベント等の開催が、コロナ禍以前の状況に戻りつつあり、業況の改善も見受けられるが、出荷数量が思
ったほど伸びていない。また、原料米が昨年から高騰が続いている。この影響から、商品価格の見直し、値上げを検
討している組合員が多数いる。取引条件等の関係から苦慮している等の情報がある。� 《酒造》

繊維工業 �
●�引き続き受注はセルビッチデニムを中心に好調であるが、人件費等の上昇で収支としてはやや好転という程度。収益

面で企業間の格差が大きく、設備の更新、事務所の拡張等に積極的な企業もある。織布現場での熱中症対策義務化に
よる負荷や労働力の逼迫にあまり変化はない。� 《織物業・井原》

木材・木製品 �
●�あらゆる住宅関連商品の値上げの中で、新設住宅着工戸数は減少傾向にある。� 《製材・県》
化学・ゴム �
●�売上はほぼ前年並み。現時点では、トランプ関税の大きな影響は出ていないが、引き続き状況を注視。労務費の価格

転嫁についてお客様と交渉中。昨年に比べ交渉はやや難航。お客様からの価格転嫁前に先行して協力工場へ経費上昇
分（原材料・労務費・エネルギー費）を支払っているため、収益状況は悪化。新下請法への対応については、詳細につ
いて未決定な部分もあり対応に苦慮。� 《ゴム》

窯業・土石製品 �
●�出荷量について、8月の岡山県全体の出荷量は54.9千㎥で、対前年比113.8％であった。今年は長い盆休みの影響や熱

中症対策等の影響で、出荷量の減少が懸念されたが、予想に反して出荷量が増加となった。5月の岡山公共工事請負金
額38.9％減の報道にあるように、官公需の落ち込みが著しい一方で、早島 ICや総社 IC周辺の民需（物流関係）が活発
な状況であり、全体を下支えしている。新規事業について、今年3月に岡山市南区〜玉野市で発生した大規模山林火災
で、今後土砂災害が懸念される渓流に治山ダムが建設されるとの報道があった。治山ダムの構造はコンクリート製で
計画されており、今年の11月に着工し、来年6月頃の完成を目指している。今後は、来年の出水期に間に合うよう、着
実な事業の推進が求められており、生コン業界もその一助となるよう協力していきたい。� 《生コン》

鉄鋼・金属 �
●�建機関連は、前年同期比に対しては回復基調にあるが、まだ低迷状態。自動車関係の工作機械が激減している。造船

関係は変わりなく受注安定している。産業機械は昨年秋より受注が減少していて、今も案件が少ない。� 《鋳造》
一般機器 �
●�相変わらず低空飛行が続いている。今後、トランプ関税や最低賃金の上昇が、さらに追い打ちとならないよう祈るば

かりである。� 《鉄工・岡山》
●�受注減、相見積増の傾向が続く。� 《工作機械・井笠》
●�依然として、大部分の組合員において受注は低迷している。取扱い品目（業種）が複数あり、取引先も多岐にわたる場

合は、比較的順調に推移しているが、小規模で取扱い品目が限られている場合は、その業界としての不調の影響をモ
ロにうけている様子。� 《工作機械・総社》

その他 �
●�仕事量は少ない中、熊本産地の水害でイグサ農家の在庫及び機材に大きな被害が出ている。今後の供給に甚大な影響

があり先行きが見えない。イグサの今後に決定的な問題になっている。� 《畳》

製造業

景況
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卸売業 �

●�お盆期間は忙しかったものの、売上高は減少、収益的にも昨年よりも少し悪い結果と思われる。ここ数年の悩みでは
あるが、魚が高くなり買い手が減り、歯止めが効かない。� 《水産物》

●�販売単価、数量とも低下により売上高、収益状況悪化が続いている。� 《青果》
小売業 �

●��猛暑で悪影響も予想されたが、全体では売上3％強、客数も1％強の伸びを示し好調な月となった。食品、ファストフ
ード、中華そば、靴は好調を堅持しているが、10％強の伸びを示したのがベーカリー、アミューズメントの2店舗であ
る。洋品はコロナ禍以降、厳しい月が続いている。客単価は約2％程度上昇している。� 《共同店舗》

●�暑さに負けて来客は少なくなっていたが、メーカーの生産が良くなり新車の入荷が増えた。� 《自動二輪》
商店街 �

●�週末及びお盆期間は家族連れを中心に賑わっているが、酷暑等の異常気象及び米に代表される諸物価の上昇がじわじ
わとひびき収支的にはまだまだ厳しい状況が続くと思われる。� 《商店街・岡山》

●�8月2・3日に津山納涼ごんごまつりが開催された。津山市内外はもちろん、岡山県内外の多くの方が訪れ、2日間で過去
最多の14万3千人もの方々が楽しんだ。� 《商店街・津山》

●�気温が高すぎて通行量が減っている。� 《商店街・倉敷》
サービス業 �

●�前年比と比較し、組合員数の減少が著明のため、件数及び金額の減少がみられる。1枚当たりの請求金額は通常夏場に
患者は増えることから単価的には横ばい又は微増となっている。まずブレインストーミングで意見を出し合い、その
対策を協議し始めたところである。未だ経営実態は厳しく、先が見通せない状況であるが、改善に努めている。

� 《医療・柔道整復師》
●�建設業組合員の出国できなかったミャンマー人技能実習生候補者4名の代替として、インドネシアでの採用に向けて送

り出し機関を訪問、求人中。機械加工組合員の技能実習生・特定技能のインド人受入れは現在9名。農業組合員からの
特定技能の求人は、ベトナムで継続して求人中、インドネシア送り出し機関にも求人継続中。介護サービス組合員に
ついては、 服薬指導を含めた人材として、インドネシアでの採用に向けて最終調整。10月訪問の予定。� 《異業種》

●�鉄、非鉄スクラップについては、製鋼メーカーは減産が続いているため、スクラップの需要が弱い。古紙については、
今夏は酷暑の影響で飲料関係は好調のようだが、その他が動きがなく紙の需要も少ないまま。� 《リサイクル》

●�お盆を中心に安定した売上となった。� 《旅館》
建設業 �

●�人手不足が進んでいる。� 《防水工事》
運輸業 �

●�観光バスの集客人員は前年同月比140％の大変大幅な増加となった。瀬戸芸や万博開催の影響でインバウンド他、前
月に続き夏休みの影響により旺盛な観光需要に支えられて前年比で大幅な伸びをみせた。高速バスは前年同月比107
％の増加となった。瀬戸芸や万博開催、夏休みの移動需要の影響により前年比増加で推移している。� 《バス》

●�荷主企業の業種によるが、物流量は減少傾向にあり、加えて燃料価格の高止まりや物価高による原価上昇分を十分に
転嫁できていない状況が続いている。� 《トラック》

●�7月以降から盆前まで、季節商材の特需や長期連休前の押込みから、一部商材は活発な荷動きとなったものの、菓子等
の食品は猛暑影響により低調推移が続いた。一時的な好波動はあるものの、全般的には消費者の節約志向が続いてお
り、流通量は横ばいもしくは微減の状態。� 《倉庫業》

その他 �

●�事業者支援については9月第1回の経営塾を120社以上参加のもと開催する予定としており、11月開催のビジネスマッ
チングも過去最大130社以上参加のもと準備している。資金繰り支援は引き続き行っている。� 《信用組合》

非製造業
2025年8月分のコメント
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当会HPで中央会おかやまのバックナンバーを公開しています。  https://www.okachu.or.jp/chuokai/

② ④

① ③

selection

平成 24 年 7 月号掲載
そのお店に行く時点で、心に決めた

メニューがあるものですよね。

2025年度

職員紹介
総務企画課

島  田　 和  弥

　
「
ニ
ン
ニ
ク
、
入
れ
ま
す
か
？
」「
カ
ラ
メ
増
し
、
ヤ

サ
イ
・
ニ
ン
ニ
ク
・
ア
ブ
ラ
ち
ょ
い
増
し
で
。」
こ
れ
は

私
が
ハ
マ
っ
て
い
る
二
郎
系
ラ
ー
メ
ン
の
お
店
「
ラ
ー
メ

ン
き
ず
な　
野
田
屋
町
店
」
で
の
注
文
の
様
子
で
す
。
ニ

ン
ニ
ク
を
入
れ
る
か
聞
か
れ
た
ら
、
ニ
ン
ニ
ク
の
話
だ
け

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
カ
ラ
メ
（
醤
油
ダ
レ
）
を
増
す
と

味
が
濃
く
な
る
な
ど
、
自
分
好
み
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
を
指
定

し
味
付
け
を
楽
し
め
ま
す
。

　
多
く
の
二
郎
系
で
は
、
濃
厚
な
ス
ー
プ
に
ワ
シ
ワ
シ
麺

と
表
現
さ
れ
る
太
め
の
麺
が
沈
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
上

に
ヤ
サ
イ
（
も
や
し
等
）
が
盛
ら
れ
ま
す
。
二
郎
系
に
目

が
な
い
友
人
曰
く
、「
東
京
や
大
阪
の
二
郎
を
色
々
回
っ

た
が
、
き
ず
な
が
日
本
で
一
番
旨
い
」
と
の
こ
と
で
す
の

で
、
岡
山
で
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
奇
跡
に
感
謝
を
込
め

て
、
い
た
だ
き
ま
す
。

　
食
券
を
買
う
時
点
で
麺
の
量
を
選
べ
る
の
で
す
が
、私
は

「
麺
半
分
（
１
８
０
グ
ラ
ム
）」
で
十
分
！
（
こ
れ
が
限
界
）。

屈
強
な
漢
た
ち
が
「
麺
普
通
（
３
５
０
グ
ラ
ム
）」
の
食
券

ボ
タ
ン
を
押
す
雄
姿
に
見
惚
れ
ま
す
。し
か
し
上
に
は
上
が

い
る
よ
う
で
、
麺
７
０
０
グ
ラ
ム
（
信
じ
ら
れ
な
い
）
を
頼

む
強
者
が
い
る
と
い
う

噂
も
あ
り
、
生
物
と
し
て

敵
う
気
が
し
な
い
た
め
、

勝
手
な
が
ら
畏
敬
の
念

を
抱
い
て
お
り
ま
す
。
次

は
あ
な
た
も
ニ
ン
ニ
ク

入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

Information
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